
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 11月 1日発行 

福島県立いわき支援学校くぼた校 http://www.iwaki-sh-kubota.fks.ed.jp/      第１６号 

くぼた校通信 

本校の大きな目標に「自立と社会参加」という言葉があります。抽象的な言葉ですが、その目

標の実現に向けて、学校では校内での学習活動だけでなく、積極的に校外に出て、自分の力を試

す活動を取り入れています。夏季休業中に行われた作業技能大会や９月末行われたスポーツ大会

は、学校という枠を超えたたくさんの人が参加する大会で、とても緊張感のある学習となってい

ます。生徒は、それぞれの目標を明確にし、普段学習している力を十分に出し切れるかに挑戦し

ています。また宿泊学習では、家庭から離れてどこまで一人で生活ができるか、友達や教師と協

力して生活を送れるかといったねらいのもと、活動に取り組んでいます。今後も、様々な地域や

社会との接点を考えながら、卒業後に活きる活動を進めていきたいと思います。 
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８月９日に郡山市にあるビックパレットふくしまにて、第５回特別支援学校作業技能大会が行

なわれました。県内の特別支援学校の生徒が集まり、くぼた校からは１３名の生徒が参加しまし

た。作業製品部門ではビルクリーニングと喫茶接遇サービス、PCデータ入力、店舗販売（品出し・

パッケージ）のそれぞれの部門に１１名が参加し、最高で２級を取得することができました。作

業製品部門では手工芸製品のパンマグネットは金賞、パンスタンドは銀賞を受賞することができ

ました。くぼた校のブースでは学校紹介の映像を流し、作業製品の展示やエコたわしと模型パン

製作の実演も行いました。来年も同じ時期に作業技能大会を行ないますのでぜひご来場ください。 

  



 

 

 

 

 

 

による和太鼓コンサート
 ９月２５日（月）に、地域で活動している「一

打の会 山田美風」の方々による和太鼓コンサ

ートを開催しました。体に響く太鼓の音を聴い

たり太鼓の演奏を観たりして、生徒達からは、

「かっこいい」「振り付けがいい」等の感想が

聞かれました。 

演奏体験では、リズム打ちや曲目のワンフレ

ーズを教えていただきました。一打の会の方に

優しく教えていただきながら、リズム打ちを楽

しむことができました。 

 ９月２１日（木）～２２日（金）の２日間、いわき 

海浜自然の家にて、宿泊学習を行いました。１年生１３名 

全員が参加することができました。１日目は班のメンバー 

で協力して、ネイチャーゲーム、野外炊飯を行い、おいし 

いカレーを作ることができました。夜には本校の生徒と一 

緒にキャンドルファイヤーを行い、ゆらめくろうそくの火 

のもと、「明日はきっといい日になる」を歌いました。２日 

目は自然の家の敷地を飛び出してウォークラリーを行いました。地図を見ながら「あっちじゃ

ない？」と相談しあい、チェックポイントを見つけることができました。 

行事予定 
《１１月》 
  6日（月）～12月1日（金） 後期産業現場等における実習 

23日（木）～26日（日）いわき地区特別支援教育総合作品展（ら･ら･ミュウ） 

29日（水）学校公開（午前中） 

 《１２月》 
  2日（土）ダンスワークショップ発表会（勿来市民会館） 

8日（金）芸術鑑賞会「コメディサーカス」 22日（金）第2学期始業式 

 
 
 

９月３０日（土）にあづま総合運動公園（とうほうみんなのスタジアム）

で特別支援学校スポーツ大会が開催され、くぼた校は陸上競技とフライング

ディスク競技に参加しました。多くの生徒が入賞を目指し、体育の授業や放

課後を利用して練習に励んできました。当日は緊張の中、精一杯競技に取り

組む姿が見られ、１２名の生徒が入賞を果たし賞状とメダルを獲得すること

ができました。また、大会標語の部門で２年生の石川幹君が大賞・田子弘紀

君が優秀賞に選ばれ開会式で表彰を受けました。 

 多くの保護者の方々が応援に駆けつけてくださり、生徒も自分の力を十分

発揮できた大会でした。本当にありがとうございました。 

 



 


